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ソーシャルメディアで以下の主張が話題になっている。すなわち、2020年米国大統領選挙は入念に計画された軍

事的おとり捜査の対象になっていて、大規模な不正選挙を摘発するために、QFSブロックチェーン暗号化コード技

術が使用されたと。主流メディアが「選挙詐欺」についての大統領の再三の主張を非難する中、ドナルド・トランプの

支持者たちは熱心に証拠を探してきた。 

 

熱狂的な関心を集めたのは、スティーブ・ピエツェニク MD, PhD[の発言]である。非常に有能な米国政府の内部関

係者で、後に「テロとの戦い」 について率直な懐疑論者に転向した。ヘンリー・キッシンジャー国務長官のもとで、国

務副次官補、主任政策企画官を務めた。  

 

ピエツェニクは昨日、infowars.comの The War Roomでビデオインタビューを受けた。ピエツェニク博士は、全

米の選挙投票には透かしが入っており、民主党員による不正の試みは、暴露されるだろうと述べた。 

 

in5d.comのグレッグ・プレスコットM.Sは以下のように報じた。 

 

「不正投票や民主党員の汚職を暴くために、何年も前におとり捜査が行われていたとしたらどうだろうか。もしその

計画が今暴露されとしたら? 

 

スティーブ・ピエツェニク氏は次のように述べている。 

 

「政府には、バイデンと民主党の機構がいかに腐敗しているか、今もこれからもそうであるかを“正確に”理解してい

る米国の諜報機関、軍、そして民間人の立派なメンバーがいる。これは、他の誰もが述べていたこととは反対に、本

当におとり捜査である。トランプはこれが実行されていることを知っていた。エリックは、これが実行されていること

を知って、一般の人々に警告した。私はこれが実行されていることを知っていたが、それについて何も言えなかっ

た。 



何が実行されていたかというと、われわれは、すべての投票用紙に透かしと、QFS (量子金融システム)ブロックチェ

ーン暗号コードと呼ばれるものを入れた。つまり、われわれは、すべての投票がどこにあり、どこに行き、誰がそれを

持っているかをよく知っている。だから、これは盗まれた選挙ではない。」 

 

さらにこれは、なぜ州兵が 12の州に配置されたのかの理由である： 

 

 
 

具体的な説明はジェイ・ディー氏が行っている： 

 

「COVID[新型コロナウィルス]が流行しているため、この票は 2020年の連邦選挙用にGOVT/DHS（米国国土

安全保障省）が大量に作成・注文・供給した。これは、「郵送投票」専用である。というのも、不正が行われるのは、もっ

ぱらこの投票用紙においてだからである。 

 
 

印刷は州ごとに行われる。 

 

だから誰がそれを印刷しても、「それは追加される」・・・ 

アリゾナ、ペンシルバニア、ミシガンなど(ワシントン?) は、票を送付し、トランプ票を破壊し、バイデンのために新し

い票を印刷した。バイデンのための「新しい票」には透かしが入っていないが、本物としてカウントされた。「水も漏ら

さぬ完全な」事案である。・・・素晴らしい。 

 

これは合法的であり、彼らは 1年以上もわれわれにそれについて話してきた。つい最近、10日前のこと。DHSは

2018年初めからわれわれの選挙を担当してきた。」 



 

投票用紙の透かしとインジケーター: 

 
 

そのため、すべての州が独自の投票用紙を印刷しているが、各州が使用した用紙はDHSから提供されたもので、

QFSブロックチェーン暗号化コードが含まれている。 

 

https://youtu.be/5dzOEaxWb3M 

 

結果 

 

正式な投票用紙に非放射性同位元素の透かしがあれば、その投票用紙一枚一枚を迅速かつ効率的に読み取る機械

が存在しなければならない。これは、再集計が始まる前に、「すべての」州が「公式に」カウントされなければならない

ことを意味する。再集計が始まれば、投票の有効性(または無効性)を確認するのに 3〜4日かかり、投票者が実際

に投票資格を有するかどうか(登録済みか、死亡しているか、何度も投票しているか、など)をダブル・チェックするの

にさらに一週間ほどかかるだろう。下院と上院の議席も問題であり、これは徹底的に調べ上げなければならない。 

 

詳細については、in5d.comを参照されたし。 

 

更新情報：読者の JACookからの情報提供により、以下の興味深い記事を追加する。 

 

ジョン、投票用紙のサイバーセキュリティ暗号化に関する素晴らしい記事をありがとう!しかし、この一年の間に、次の
Qポストメッセージが何度も繰り返し投稿されていることをご存知だろうか。「来たりつつあるものを止めることは
できない」 [NCSWIC] 
 



 
今日、NCSWICという頭字語は単なるキャッチフレーズではなく、サイバーセキュリティ・インフラセキュリティ局
（Cybersecurity & Infrastructure Security Agency）の全州相互運用性調整者全米協議会（National 
Council of Statewide Interoperability Coordinators (NCSWIC)） を指す可能性があることを知っ
た。参照： 
 



 
 

よく繰り返される別のQステートメント：「偶然はない」。 

ポップコーンを入れるべき時なのか？ 

 

PSIエディタアップデート (2020年 11月８日) 
 

元諜報部員トニー・シェーファーから、この件に関する最新情報をお伝えする。 

 

トニー・シェーファーは元諜報部員で、現在はロンドン政策研究所長で、トランプ大統領の 2020年諮問委員会のメ

ンバーである。シェーファーは大統領が選挙に勝ったと信じており、それを証明するために重要な訴訟をかかえてい

る。 

 

http://tapnewswire.com/2020/11/huge-exclusive-keep-the-faith-president-trump-will-

win-the-election-based-on-the-constitution-per-retired-intel-operative-tony-shaffer/ 

 

シェーファーのツイート：  

 

私の投稿をフォローしているすべての民主党の輩に対する仮質問・・・ 

もし DHSがDNC（民主党全国委員会）の不正なカウントを予期していたらどうなるだろうか? 

もし DHSがすべての正式な投票用紙に 「タグ」 を付けていたらどうなるだろうか？ 

もし DHSがカウントされたすべての投票用紙を監査し、タグのない投票用紙を見つけたらどうなるだろうか? 

 

次に、シェーファーは、いくつかコメントを残した後に、もう一つ別の質問をした： 

 

それは既知の収縮した視野において実施された・・・あなたは、法執行機関が常に企業に協力を求めていることを理

解しているよね? 

 

http://tapnewswire.com/2020/11/huge-exclusive-keep-the-faith-president-trump-will-win-the-election-based-on-the-constitution-per-retired-intel-operative-tony-shaffer/
http://tapnewswire.com/2020/11/huge-exclusive-keep-the-faith-president-trump-will-win-the-election-based-on-the-constitution-per-retired-intel-operative-tony-shaffer/


シェーファーの 3番目のツイートは「マーキングがはっきりと識別できないように文書にマークを付ける方法はたく

さんある」ということを示している。 

 

ああ、今はもっと多くの方法があるんだよ・・・ 

光がどのように作用するか、みんなわかってない・・・人の目には見えないものが、赤外線や紫外線で見ることができ

るのだ・・・「ザ・ファーム」には、秘密の書き込みに関する指示の全ブロックがあった・・・それは驚くべきものだ・・・ 

 

https://principia-scientific.com/us-election-sting-will-qfs-blockchain-encryption-code-

technology-win-it/ の翻訳 

https://principia-scientific.com/us-election-sting-will-qfs-blockchain-encryption-code-technology-win-it/
https://principia-scientific.com/us-election-sting-will-qfs-blockchain-encryption-code-technology-win-it/

